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※該当するものに✓をつけてください。
	☑︎全国共同利用・共同研究助成
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□共通試料提供・共同研究助成
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【主な研究成果】
・Mg細線の作成(30μm) (世界初)
・Mg細線によるフローダイバーター(wire径50μm * 48本編)の試作品の完成　(世界初)
・Mg製フローダイバーターのin vivo試験(ウサギ動脈瘤モデルへの留置)
・Mg細線によるフローダイバーター(wire径46μm * 48本編)の試作品の完成　(世界初)
・Mg細線(φ46μm)に10μmのPLLAコーティングをしたワイヤーを編むことで、PLLAコーティングされたMg製フローダイバーターの試作品を完成させた(世界初)。
・In vivo、in vitro試験の両方でPLLAをコーティングしたステントがコーティングしていないステントと比較して吸収期間を延長させることを確認した。

【今後の展望】
熱処理工程の変更でφ40μmのMg ワイヤーの強度を上昇させ、φ40μmのMgワイヤーへのPLLA 10μmの均一なコーティングを達成し、コーティング素線の物性値が改良編み機で紡織可能な数値であることを確認したが、まだ紡織は達成していない。今後は、φ40μmのMgワイヤーにPLLA 10μmのコーティングを施したステントの完成を目指す。
また、完成したステントを使用して動物実験やin vitro試験を施行して、吸収期間や安全性、動脈瘤閉塞率を評価する。
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	注意事項
・成果報告書はこの様式を用いて作成し、2023年5月19日（金）までに軽金属材料共同研究拠点のホームページ
（https://ilm.kumamoto-u.ac.jp/）よりアップロードください。詳細は別途ご案内いたします。
・提出いただいた共同研究報告書は、先進軽金属材料国際研究機構共同研究報告（年報）を発行し、上記ホームページに掲載いたしますので、公表できる範囲において作成してください。
・記載欄が不足する場合は，適宜ページを追加してください。




